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【アブスト】
銀河の円盤面に対して、垂直方向に構造を持つpolar ring galaxy(PRG)である、SPRC-7とNGC 4262（Virgo cluster）を用いて、それぞれの銀河のポテンシャ
ルの形状を求めた。その結果、SPRC-7はprolate、NGC 4262は内側ではoblate、外側ではprolateという結果が得られた。
【ゴール】 【オリジナリティ】
銀河のポテンシャルの形状の決定 新たなPRGを用いての解析
【ロジック】
・Fig.1
PRGの概略図。今回はガスのリングが見つかった。
・fitting に用いた各ポテンシャル
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・Fig.2: SPRC-7
c/a=1（上）よりも、軸比を与えたほうが、より正確に
再現できる。
左： isothermal ⇒ c/a=1.7±0.2
右： NFW⇒ c/a=1.5±0.2

・Fig.3： NGC 4262
c/a=1（割愛）や、c/a=constでは、ガスリングの内側を
説明できない。
⇒単純にoblate or prolateではない。
⇒半径により、変化するモデルを導入（下図）

・Fig.4
r-c/aグラフ。内側ではoblate、外側では、
Prolateとなっている。
（by筆者）
ハローの形状の違いは、銀河の形成の
違いを反映している！？
【コメント】
・PRGの各パラメータについては、
論文参照。
・銀河系の形成を解明するためには、
銀河系での軸比の決定が必要。



Appendix.
・ rotation velocity ⇒ circular velocity (star; asymmetric drift)

・line-of-sight velocity ⇒ rotation velocity (gas)
(Moiseev & Mustsevoi 2000) 

・各パラメーターの値


